




湘南たかとり福祉村、「夫の理解があってこその活

動」とおっしゃる伊東さんと、ご夫妻で活動している

堀家さんにお話を伺った。

伊東さんは佐賀県生まれ。同郷のご主人と結婚。転

勤の関係で神戸、川崎と移り住む。社宅にいる時、家

を探して湘南鷹取に来て、この地に移り住むことを決

めた。「海がみえて、山もあって、神戸にいたときと

同じような感じ。佐賀は長崎に近く、長崎も海と山が

あった」。今では、湘南鷹取を終の棲家にしたいと思っ

ている。

生協に入っていた伊東さん、神奈川ネットワーク運

動のネットを立ち上げにも加わった。友達のお母さん

が若年性認知症になって、役所に相談に行くと自分で

介護できないのか？と言われ、泣きながら帰ってきた

ことがあったと聞いた。まだまだ認知症が社会的に理

解されていない時代だった。そんなこともあり、ネッ

トの地域部会で福祉部会に入り活動した。そして、福

祉部会から「地域で必要なことを」の趣旨で、ワーカー

ズコレクティブ・サポート横須賀の設立に加わった。

2003 年、横須賀市がヘルプメイト事業を開始。サ

ポート横須賀も、事業に参加してヘルプメイトのサー

ビスを始めた。介護保険と並立して介護保険の対象外

高齢者へ市がサービスを提供する仕組み。市からの補

助と利用者からの１時間２００円の料金で、必要とさ

れるいろいろなサービスを行えた。湘南鷹取でもヘル

プメイトは必要とされていて、「地元の人が来てくれ

ると安心」との声も多かった。堀家さんとともに、活

動していった。

数年すると、ヘルプメイト事業が徐々に縮小され、

いろいろな制限が出てきたことで、対象とならなく

福祉コミュニティ湘南たかとり福祉村

堀家  彰生さん

伊東  モト子さん

～市民活動を支える人たち～

なってしまった利用

者が出てきた。その

受け皿を目指して、
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の構想が生まれた。

湘南鷹取で活動す

るには、自治会の了

解を得た方が良いというアドバイスを得て、各自治

会と８自治会連絡協議会にお願いをして、協力体制

が作られた。

湘南鷹取は、同じような世代、職業の人が多く集まっ

た新しい街だった。伊東さんと堀家さんのつながりも、

子ども同志が同級生でボーイスカウト活動も一緒。ま

た、相談しにいった自治会の役員さんたちも、昔のＰ

ＴＡ会長さんだったり、顔を知った人が多く話しやす

かった。自治会館を使わせてくれることになり、また、

回覧による広報もできた。そして、運営ノウハウは、

サポート横須賀から学んだことだった。「すべての条

件がよかった。申し訳なく思うくらいに」と言う。

2006 年に説明会を経て 68 名で設立。今までの登録

利用者は 585 名に達する。

「私にも田舎に母親がいるのですが、思うような介

護はできませんが、こちらで自分が何かやっていたら

それが広がって、どこにいても同じようなサービスを

受けられるようになるかもしれない。そういう思いで、

自分のできる範囲でできることをやっていこうと思っ

ています。」と話してくれた。

地域に根ざした地道な活動は、心の中では海を越え

どこまでもつづくような、あたたかな気持ちで結ばれ

ているように思ったインタビューでした。
（はこざき）

団体紹介
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湘南鷹取に住む人たちによる、湘南鷹取に住む人たちのための助け合いの組織。住み慣れた地

域で安心して暮らしたいと願う高齢者、障がいのある人、子育て中のお母さん、病弱の人、家

事に困っている方たちのために「できることをできる時に」をモットーに支え合う有償ボラン

ティア活動をしています。
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